




3 はじめに

は
じ
め
に

「
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
っ
て
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

「
わ
か
る
よ
う
な
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
」

「
ド
ラ
ッ
カ
ー
な
ら
読
ん
だ
こ
と
は
あ
る
ん
だ
け
ど
」

「
正
直
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
の
な
ら
ジ
ョ
ブ
ズ
の
関
連
本
を
読
ん
ど
き
ゃ
十
分
だ
ろ
う
」

本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
目
に
し
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
た
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

か
つ
て
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
著
書
を
読
も
う
と
試
み
て
、
難
解
さ
の
あ
ま
り
投
げ
出
し
た
人
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
い
う
あ
な
た
に
こ
そ
、
本
書
を
読
ん
で
ほ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
必
ず
や
あ
な
た
の
毎
日
を
変

え
る
一
冊
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
だ
。

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、「
企
業
家
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
創
造
的
破
壊
」
と
い
っ
た
画
期
的
な
経
済
理

論
の
概
念
を
打
ち
立
て
た
。
そ
の
考
え
方
は
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
継
承
さ
れ
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ

ブ
ズ
の
よ
う
な
優
れ
た
起
業
家
た
ち
に
よ
っ
て
具
現
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
卓
越
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
読
者
に
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伝
え
、
急
激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、
あ
な
た
が
と
る
べ
き
行
動
を
明
確
に
共
有
し

た
い
と
い
う
の
が
本
書
の
狙
い
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、
経
済
学
や
経
営
学
の
専
門
書
で
は
な
い
。
起
業
家
に
な
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
本
で
も
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
験
を
し
て
き
た
一
人
の
実
務
家
の
視
点
か
ら
見
た
、
一
九
世

紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
、
そ
し
て
二
一
世
紀
の
未
来
に
貫
か
れ
た
一
人
の
男
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
物
語
だ
。

私
は
、
現
場
主
義
の
実
務
家
で
あ
り
学
者
で
は
な
い
。

大
学
卒
業
後
、
典
型
的
な
日
本
の
大
企
業
で
一
〇
年
間
を
過
ご
し
、
そ
の
後
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、

数
社
の
外
資
系
日
本
法
人
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
、
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
、
ナ
イ
キ
、
ゲ
ラ
ン
（
Ｌ
Ｖ
Ｍ
Ｈ
グ
ル
ー
プ
）
な
ど
で
あ
る
。

今
は
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
、
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
手
が
け
て
い
る
。

そ
の
間
、
日
本
経
済
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。

高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
二
〇
年
に
及
ぶ
停
滞
…
…
ま
さ
し
く
激
動
と
言
う
に
相ふ
さ
わ応
し
い
が
、
幸
い
に

も
私
は
、
ど
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
高
い
業
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
大

き
な
理
由
に
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
を
生
き
た
一
人
の
男
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
、
私
が
終
始
支
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。



5 はじめに

そ
の
男
こ
そ
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ア
ロ
イ
ス
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
（Joseph A

lois Schum
peter

）
で
あ
る
。

ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ
イ
ン
ズ
と
並
ん
で
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
経
済
学
者
で
あ
る
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
は
、
一
八
八
三
年
に
生
を
受
け
、
一
九
五
〇
年
に
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
本
書
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、

私
は
一
〇
〇
年
前
に
若
き
天
才
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
確
立
し
た
理
論
の
原
点
に
立
ち
帰
っ
て
み
た
が
、
そ
れ

は
今
も
な
お
、
ま
っ
た
く
色
あ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

私
は
二
〇
〇
八
年
に
「
ジ
ャ
イ
ロ
経
営
塾
」
を
設
立
し
、
以
来
、
日
本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
「
新
・
日
本
的
経
営
」
と
し
て
「
感
情
的
な
絆
」
づ
く
り
の
組
織
経
営
と

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
提
唱
。
研
究
会
の
開
催
や
執
筆
・
講
演
活
動
、
大
手
企
業
幹
部
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
な
ど
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
最
近
で
は
、
今
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
）
の
一
つ

で
あ
る
Ｆフ

ｉィ

Ｎン

Ｃク

に
起
業
時
の
「
企
業
家
ビ
ジ
ョ
ン
」
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
関
わ
り
、
現
在
は

非
常
勤
取
締
役
を
務
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
浅
田
真
央
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
エ
ア
ウ
ィ
ー
ヴ
や
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
と
サ
ポ
ー
タ
ー
や
大
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
Ｃク
　
ル
　
ー

ｒ
ｅ
ｗ
ｗ
、
女
性
用
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
シ
ュ
ー
ズ
の
芦
田
企
画
、
水
素
水
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
ア
ク
ア
バ
ン
ク
、
体
験
型
グ
ロ
ー
バ
ル
人
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材
育
成
事
業
を
ア
ジ
ア
で
展
開
す
る
ス
パ
イ
ス
ア
ッ
プ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
米
沢
発
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
Ｅ
Ｌ
照
明

の
タ
カ
ハ
タ
電
子
と
い
っ
た
企
業
で
も
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
事
業
戦
略
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
る
。

少
し
前
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
験
、
そ
し
て
今
日
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
の
体
験
を
通

し
て
痛
感
す
る
の
は
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
、
激
烈
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
＝
創
造
的
破
壊
の
時

代
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
り
、
今
日
で
は
企
業
規
模
を
問
わ
ず
「
企
業
家
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
経
営
の
中
心
的
な
課

題
で
あ
る
こ
と
だ
。

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
生
み
出
し
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
継
承
・
提
唱
し
、
ジ
ョ
ブ
ズ
が
実
践
し
た
よ
う
に
、
今

日
で
は
経
済
活
動
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
点
が
、「
モ
ノ
」
や
「
カ
ネ
」
か
ら
「
ヒ
ト
」
へ
、
管
理
中
心
か

ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
中
心
へ
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
自
律
的
な
個
人
の
創

造
性
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
今
日
の
経
済
社
会
だ
。

は
た
し
て
あ
な
た
は
そ
こ
に
、
や
り
甲
斐
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
志
を
貫
い
て
、
生
き
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

も
し
そ
う
な
ら
、
本
書
は
あ
な
た
の
素
晴
ら
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
な
る
は
ず
だ
。
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多
少
、
自
信
が
持
て
ず
に
い
る
と
し
て
も
、
本
書
を
読
み
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
、
お
そ
ら
く
人
生
観
が
変

わ
る
だ
ろ
う
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
と
は
、
そ
の
く
ら
い
「
す
ご
い
」
男
な
の
だ
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
今
日
の

世
界
が
進
む
べ
き
道
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
。

卓
越
し
た
地
質
学
者
・
生
物
学
者
で
あ
り
、
種
の
形
成
理
論
を
構
築
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、

そ
の
進
化
論
の
中
で
言
っ
た
。

最
も
強
い
者
が
生
き
残
る
の
で
は
な
く
、
最
も
賢
い
者
が
生
き
延
び
る
の
で
も
な
い
。
唯
一
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
変
化
で
き
る
者
で
あ
る

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
定
義
し
た
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
引
き
起
こ
す
「
創
造
的
破
壊
」
と
い
う
変
化

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
動
か
す
厳
し
い
現
実
だ
。
し
か
し
、
そ
の
変
化
は
脅
威
で
は
な
く
、
本
質

的
に
世
界
を
良
い
方
向
へ
変
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
本
書
を
読
め
ば
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
。

そ
し
て
、
そ
の
中
心
に
い
る
の
は
他
の
誰
で
も
な
く
あ
な
た
自
身
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
本
書
は
、
あ
な
た
自
身
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
物
語
で
も
あ
る
。

二
〇
一
五
年
九
月
吉
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
元　

征
紘
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本書に登場する主な経済学派の流れ

重
農
主
義

重
商
主
義

近
世

現
代

マーシャル
ケンブリッジ学派

シュンペーター

サミュエルソン

新古典派総合

ワルラス
メンガー

ヴィーザー

古典派

経営学

オーストリア学派

リカード
スミス

マルサス
ケインズ

ハイエク

ドラッカー

ケインズ学派

マルクス

バウアー
ヒルファーディング

マルクス経済学
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ロシアにて 10 月革命起こる1917
サラエボ事件をきっかけに第一次大戦 勃発1914

1918 第一次世界大戦 終戦
1917 当時 8 歳のドラッカーと会う

1939 ドイツのポーランド侵攻をきっかけに
第二次世界大戦 勃発

1945 第二次世界大戦 終戦
1942 『資本主義・社会主義・民主主義』発表

シュンペーター関連年表

シュンペーター
オーストリア領モラヴィアにて生誕1883 マルクス死去、ケインズ生誕1883

オーストリア共和国大蔵大臣に就任1919

グラーツ大学教授に就任1911

アメリカに渡りハーバード大学教授に就任1932

『景気循環論』発表1939

1921 ビーダーマン銀行頭取に就任

1912 『経済発展の理論』発表

1933 ドイツでナチス政権の成立
1936 ケインズ『雇用・利子および貨幣の

一般理論』発表
1939 ドラッカー『「経済人」の終わり』発表

1946 ケインズ死去
ドラッカー『企業とは何か』発表

1955 ジョブズ生誕
1974 ドラッカー『マネジメント』発表

1976 ジョブズがアップルを設立

1985 ドラッカー『イノベーションと企業家精神』
発表。ジョブズがアップルから追放される

1997 ジョブズがアップルに復帰

2001 Mac OS X、iPod、iTunes 発表

2005 ドラッカー死去

2007 iPhone 発表

2011 アップルが 8 月に時価総額で世界一の企業
となるも、11 月にジョブズ死去

1948 アメリカ経済学会会長に就任

1908 『理論経済学の本質とその主要内容』発表 1909 ドラッカー生誕

1925 ドイツのボン大学教授に就任

1954 遺稿をもとに『経済分析の歴史』発表される

1950 41 歳のドラッカーと再会
その 4 日後にコネチカット州にて
66 歳で死去

その他の事項

1941 真珠湾攻撃を契機に日米開戦
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